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研究成果の概要（和文）：本研究は、20世紀フランスの思想家ジョルジュ・バタイユ（1897ー1962）の初期の活動、と
りわけ総合的文化誌『ドキュマン』（1929ー1931）をめぐる活動を、当時の文化的背景に注目しながら解明した。視点
としては文化多元主義（諸文化の多様性をそのままに肯定する立場）をとった。成果としてあげられるのは、前世紀か
らの西欧近代一元主義に膠着して危機的状況にあった同時代の西欧文化を、バタイユが、考古学、民族誌学、前衛芸術
の最新の情報を呈示しながら、批判、相対化、活性化していった様を論文やシンポジウムを通して具体的に呈示できた
ことである。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to explain Georges Bataille(1897-1962)'s early works, esp
ecially his articles published in his total cultural journal "Documents"(1929-1931) . Our main point of vi
ew was a cultural pluralism. As the result, we could elucidate his ambition, which consists in criticizing
, relativizing and reanimating his contemporary occidental culture by up-to-date materials of archaeology,
 ethnography and modern arts ; the ego-centricity is his target. This elucidation was made open to the pub
lic by several articles and colloquiums.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究の学術的背景 

（１）国外および国内におけるバタイユ研究

の動向 

ジョルジュ・バタイユ（１８９７－１９６

２）は、１９２０年代から１９６０年代にか

けて活躍したフランスの学際的な文筆家で

あるが、その幅広さゆえに研究は本国フラン

スにおいてさえ著しく立ち遅れた。全集本と

いうかたちで彼の作品が網羅的に紹介され

るようになるのが１９７０年代からであり、

本格的なバタイユの研究書が刊行されるよ

うになるのは１９８０年代に入ってからで

ある。雑誌『ドキュマン』におけるバタイユ

の営為に関する研究となるとさらに遅れ、１

９９０年代にならなければ研究書は現れな

い。しかもその研究はいまだ総合的とはいえ

ないものだった。１９９５年刊行のジョルジ

ュ・ディディ＝ユベルマン氏の『不定形の相

似』は『ドキュマン』を正面から取り上げて

論じた最初の研究書であり、その意味で画期

的であったが、しかし美学という一面から

『ドキュマン』のバタイユを照射したという

誹りを免れない。１９９７年刊行のヴァンサ

ン・テクセラ氏の『ジョルジュ・バタイユ 芸

術の部分』は一章を『ドキュマン』のバタイ

ユに割いているが、バタイユの思想の背景の

詳細にまでは立ち至っていない。他方、日本

人の研究書、すなわち江沢健一郎氏の『ジョ

ルジュ・バタイユ‐不定形の美学』（２００

５年）は、日本における本格的なバタイユ美

学思想の研究書であり、きわめて重要な考察

に満ちているが、やはり美学の範疇に中心を

置いている。 

『ドキュマン』に関する総合的な研究が待

たれる所以である。 

（２）『ドキュマン』について 

 この雑誌は１９２９年４月の刊行当初か

ら、考古学、美術、民族誌学と考察の対象を

明示して、月刊で刊行された。１９３１年に

終刊になるまで、バタイユは編集局長を務め、

各分野の学者たちに寄稿させる一方、彼自ら

毎号健筆をふるって論陣を張った。今日、研

究が待たれるのは、バタイユのこの試みの全

容を捉えることである。他の寄稿者たちの論

文との関係、彼自身の立っていた時代と環境

を勘案しながら、この雑誌に賭けたバタイユ

の野心を総合的に明示していくことである。 
 
２．研究の目的 
本研究は、１９２９年創刊の文化グラヴ

ィア誌『ドキュマン』における作家バタイ

ユの文化多元主義的な思想を総合的に解明

していく。ここでいう文化多元主義とは、

多様な地域の文化、多様な時代の文化に問

いかけて、近代西欧文化の閉鎖的な独善性

を批判し、その刷新を図る姿勢のことであ

る。２０世紀前半、危機にあった近代西欧

文化の病根をこの閉鎖性に見出し根源的刷

新を迫ったバタイユの野心を、本研究はそ

の学際性に即して総合的に明示していく。

そしてさらに、その研究成果を逐一、現代

の日本および先進諸国の停滞した文化への

建設的批判の礎にもしていきたい。バタイ

ユ研究から、現代人に新たな文化の展望を

もたらしていくのが、本研究の狙いである。 
 
３．研究の方法 
本研究は、酒井健が単独で 3 年間にわたっ

て行う。研究推進の方法としては、資料の収

集と読み込み、シンポジウムの開催および海

外とくにフランスでの国際シンポジウムへ

の参加が中心となる。 
 
４．研究成果 

（１）２０１１年度 

 この年度は、雑誌『ドキュマン』が対象と

して掲げた「考古学」「美術」「民族誌学」

の内とくに民族誌学の方面に注目し、同誌の

先端性を探った。まず時代背景として、19 世

紀後半から始まるフランス民族誌学が 1920

年代に入り一段と新たな動きを呈するよう



になったことを示し、それが『ドキュマン』

と共通基盤を形成していたことを明示した。

具体的に言えば、パリ・トロカデロ民族誌学

博物館の大修復とともに非西欧世界の多様

な文化遺産が、西欧中心主義的な見方から解

かれて、それ自体として根源的に（それぞれ

の風土、宗教、生活習慣を尊重するだけの文

化相対主義を超えて、深い力を表出させる表

現物として）展示されるようになっていく動

きが、バタイユら『ドキュマン』同人と創刊

前夜から共有されており、同誌の斬新で豊富

なグラヴィアと同時代批判の論文に発展し

ていく点を明らかにした。その成果は、法政

大学紀要『言語と文化』発表の論文、および

同大学で開催したシンポジウム「２０１２ 

バタイユ没後５０年に向けてー雑誌『ドキュ

マン』の魅力」（江澤健一郎氏との連続講演

会）、さらにその報告書（『言語と文化』第

９号別冊、２０１２年３月）として公表した。

また２０１２年３月にフランスで開かれた

バタイユ国際シンポジウムでは同誌の批判

意識をそれ以後の彼の思想の進展と対比さ

せて論じた。 

（２）２０１２年度 

 この年度は、バタイユ没後５０年にあたり、

それに関係するシンポジウムが国内外にお

いて開かれた。私自身も本務校の法政大学に

おいて公開シンポジウムを企画し開催した。

具体的に報告すると、２０１２年６月３日に

東京大学で開催された日本フランス語・フラ

ンス文学会のワークショップ「バタイユ没後

５０年」においては、５名の発表者の１人と

して「異種混淆の賭博台—『ドキュマン』を

めぐって」と題する発表を行い、その発表原

稿を「週刊読書人」２０１２年８月１０日号

に上梓した。また６月６日にはバタイユ編集

『ニーチェ覚書』の邦訳本を「ちくま学芸文

庫」から出版した。９月１日にはネット上の

フランス語教育システム「ショコラ」のイン

タビューに応えてバタイユの魅力について

語った。同月１４日にはフランスのカン大学

主催の「社会学研究会：ロジェ・カイヨワ、

ジョルジュ・バタイユ、ミシェル・レリス」

でバタイユの１９３０年代後半の活動を『ド

キュマン』に立寄りながら発表を行った。さ

らに同年１２月１日と２日の両日には法政

大学・言語文化センター主催の公開シンポジ

ウム「欲望と表現、バタイユ没後５０年—ポ

ストバタイユ思想の展開」を企画し、８人の

発表者の１人として加わって、日本における

バタイユ受容に関して発表を行った。さらに

８人の発表者の原稿を同センターの紀要『言

語と文化』第１０号別冊（２０１３年３月）

に掲載し、広く世に問うた。まだ同誌第１０

号（２０１３年３月）には論文「聖なるもの

の行方—社会学研究会とそれ以後のバタイ

ユ」を上梓した。このようにバタイユをめぐ

る１年をたいへん充実したかたちで送るこ

とができた。雑誌『ドキュマン』のバタイユ

の思想をそれ以後のバタイユの活動から捉

え直すことができたばかりか、さらに日本人

のバタイユ受容を確認できて、たいへん有意

義な１年であった。 

（３）２０１３年度 

 この年度は、『ドキュマン』の多様性に即

しながら、それぞれの領域でのバタイユの思

想の射程を吟味した。『ドキュマン』から出

発してバタイユの思想の幅と深さを検証し

たということである。特に注目した領野は、

哲学、歴史、性理論、エクリチュール（文章

表現）であった。発表媒体としては、法政大

学文学部発行の紀要（年２回発行）と同大学

言語・文化センター発行の紀要『言語と文化』

（年１回発行）、および国際学会での発表、

さらに単著の出版であった。 

 具体的にその成果を示すと、『法政大学文

学部紀要』には第６７号に仏語論文「ジョル

ジュ・バタイユのエロチシズムについてー

高・低の二元論から連続性・非連続性の二元

論への変化」を、同誌第６８号には仏語論文



「ジョルジュ・バタイユと黙示録思想—サン

＝スヴェールのベアトス本に基づいて」を発

表し、さらに『言語と文化』第１１号には日

本語論文「存在と観照—バタイユの論考「８

０日間世界一周」をめぐって」を発表した。

『ドキュマン』に掲載されたこの論考の私訳

も同時にこの号に発表した。また、２０１４

年３月にはフランスのミュルーズ大学主催

の国際シンポジウム「エクリチュールと断章

について」に参加し、「ジョルジュ・バタイ

ユと断章形式のエクリチュール」を仏語で発

表した。断章のモチーフがすでに『ドキュマ

ン』時代のバタイユに存在していた点を指摘

し、それが後の『無神学大全』に結実してい

く経緯を明らかにした。他方で単著『魂の思

想史—近代の異端者とともに』の二つの章に

おいて、『ドキュマン』時代に展開されたバ

タイユの民族誌学への関心と、同時代の前衛

芸術家（ピカソ）および日本人留学生（中谷

治宇二郎、岡本太郎）との接点を探った。総

じてこの年度にたてた目標（『ドキュマン』

とその後のバタイユおよび他の思想との関

連の考察）は十分に達成されたと判断してい

る。 
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